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日
頃
は
全
国
各
地
で
活
発
な
政
連
活

動
を
展
開
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
政
治
連
盟
の
昨
年
度

の
主
な
取
り
組
み
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

︹
２
０
２
１
年
度
の
取
り
組
み
の
御
礼

　
と
主
な
ご
報
告
︺

1
　
通
常
会
員
数
の
増
強

　
本
年
１
月
１
日
時
点
の
通
常
会
員
数

は
６
１
８
８
名
と
な
り
ま
し
た
。
全
国

の
代
協
会
員
数
の
55
・
８
％
が
政
治
連

盟
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
約
45
％
の
方
に
は
政
治
連

盟
の
意
義
と
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
　
会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
達
成

　
２
０
２
1
年
度
会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

１
１
０
０
万
円
に
対
し
、
１
2
3
4
万

6
千
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
、
代
協
役
員
、
選
挙
対
策
委
員
各
位

の
ご
支
援
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

3
　
令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

　
　
要
望

　
将
来
に
わ
た
っ
て
大
災
害
発
生
時
な

ど
に
保
険
金
が
確
実
に
支
払
わ
れ
る
こ

と
を
担
保
す
る
た
め
の
税
制
上
の
措
置

で
あ
る
﹁
火
災
保
険
等
に
係
る
異
常
危

険
準
備
金
制
度
﹂
に
つ
い
て
、
損
保
協

会
と
連
携
し
て
以
下
を
要
望
。

①
積
立
率
を
現
行
の
６
％
か
ら
10
％
に

　
引
き
上
げ
る
こ
と

②
洗
替
保
証
率
を
現
行
の
30
％
か
ら
40

　
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と

　
そ
の
結
果
、
﹁
令
和
４
年
度
与
党
税

制
改
正
大
綱
﹂
に
、
異
常
危
険
準
備
金

の
積
立
率
を
﹁
現
行
の
一
律
６
％
か
ら

火
災
・
風
水
害
種
目
に
つ
い
て
は
10
％

に
引
き
上
げ
る
﹂
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
、

引
き
続
き
お
客
様
に
安
心
を
お
届
け
で

き
る
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

4
　
政
治
連
盟
規
約
の
抜
本
的
な
見
直

　
　
し

　
昨
年
の
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
て
、
現
行

の
政
治
連
盟
規
約
・
諸
規
則
は
日
本
代

協
の
定
款
・
規
則
と
の
整
合
性
が
取
れ

て
い
な
い
部
分
や
法
的
に
不
足
し
て
い

る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
を

行
う
旨
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
﹁
日
本

代
協
並
び
に
都
道
府
県
代
協
と
の
連

携
﹂
﹁
会
員
資
格
﹂
﹁
代
議
員
の
選
出
﹂

﹁
諸
規
則
﹂
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
３

月
11
日
に
開
催
し
た
通
常
代
議
員
会
に

お
諮
り
し
、
提
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

︹
訃
報
‥
藤
井
裕
久
顧
問
ご
逝
去
︺

　
藤
井
裕
久
顧
問
︵
元
衆
議
院
議
員
︶

が
、
７
月
10
日
都
内
の
ご
自
宅
で
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
︵
享
年
90
歳
︶
。

　
１
９
７
６
年
12
月
に
日
本
代
協
の
前

身
で
あ
る
全
代
連
に
藤
井
裕
久
後
援
会

が
設
置
さ
れ
、
事
実
上
の
政
連
活
動
を

開
始
し
て
以
来
、
46
年
間
に
わ
た
り
日

本
代
協
並
び
に
政
治
連
盟
を
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
藤
井
先
生
は
、
東
京
大
学
を
ご
卒
業

後
、
大
蔵
省
に
入
省
。
１
９
７
７
年
自

民
党
公
認
で
参
議
院
全
国
区
初
当
選
さ

れ
、
そ
の
後
衆
議
院
に
鞍
替
え
大
蔵
大

臣
、
民
主
党
政
権
で
は
財
務
大
臣
な
ど

要
職
を
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
80
歳

で
政
界
を
引
退
後
も
テ
レ
ビ
の
討
論
番

組
に
出
演
し
、
ご
意
見
番
と
し
て
情
報

発
信
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
自
身
の
戦

争
体
験
か
ら
常
に
平
和
の
尊
さ
を
訴
え

続
け
、
誰
よ
り
も
平
和
を
願
う
政
治
家

で
あ
り
、
常
に
政
治
の
本
質
を
訴
え
て

こ
ら
れ
た
政
治
家
で
し
た
。

　
１
９
７
８
年
、
そ
れ
ま
で
損
害
保
険

業
の
中
に
埋
没
す
る
形
で
取
り
扱
わ
れ
、

対
象
外
で
あ
っ
た
公
的
資
金
︵
国
民
金

融
公
庫
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
︶
の
保

険
代
理
店
向
け
融
資
の
実
現
や
損
害
保

険
の
税
法
上
の
取
り
扱
い
を
公
平
に
す

る
こ
と
に
も
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
諸
先
輩
か
ら
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
私
は
政
治
連
盟
会
長
就
任
し
て
以
来
、

直
接
ご
指
導
い
た
だ
い
た
の
は
４
年
間

で
す
が
、
２
０
１
９
年
５
月
両
国
国
技

館
で
の
大
相
撲
春
場
所
に
ご
招
待
い
た

だ
き
、
そ
の
後
浅
草
で
の
懇
親
会
で
は

﹁
今
夜
は
政
治
の
話
は
無
し
﹂
と
仰
せ

に
な
り
な
が
ら
、
お
開
き
ま
で
戦
争
と

政
治
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
今
年
の
４
月
に
は
新

著
﹁
公
に
尽
く
す
、
平
和
こ
そ
す
べ
て

の
礎
﹂
を
贈
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
内

容
は
90
年
間
の
人
生
の
集
大
成
で
す
。

最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
昨
年
12
月
に

先
生
の
事
務
所
へ
年
末
の
ご
挨
拶
に
伺

っ
た
際
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

い
つ
も
の
笑
顔
で
と
て
も
お
元
気
な
ご

様
子
で
し
た
だ
け
に
残
念
で
す
。

　
藤
井
裕
久
顧
問
に
は
、
長
き
に
わ
た

る
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
天
国
で
は
平
和
に
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

︹
結
び
に
︺

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
春
か
ら
少

し
ず
つ
感
染
者
数
が
減
り
、
リ
ア
ル

の
会
議
や
会
食
な
ど
行
動
制
限
が
な

く
な
っ
て
き
た
の
も
束
の
間
、
再
び

感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
全
国
の
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
と
背
景
を
知
り
、明
日
に
つ
な
ぐ

小平会長
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全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
は

３
月
11
日
、
東
京
・
有
楽
町
の
日
本
代

協
会
議
室
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
、
通
常
代
議
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
代
議
員
60
名
の
出
席
の
も
と
、

小
口
泰
伸
氏
︵
千
葉
県
代
議
員
︶
を
議

長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
７
議
案
が
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
１
号
議
案
　
２
０
２
1
年
度
﹁
事

　
業
報
告
書
案
﹂
承
認
の
件

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
従
来
型
の
会
合
が

制
限
さ
れ
た
こ
と
、
衆
議
院
総
選
挙
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
﹁
政
治
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
出
席
状
況
﹂
は
、
東
京
開
催
＝
22

回
︵
前
年
30
回
︶
、
地
方
開
催
＝
24
回

︵
前
年
31
回
︶
と
な
り
ま
し
た
。

▽
第
２
号
議
案
　
２
０
２
1
年
度
﹁
貸

　
借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
収
支
計
算

　
書
、
次
期
繰
越
金
﹂
承
認
の
件

　
次
期
繰
越
金
１
４
３
１
万
９
８
６
２

円
を
計
上
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
、

白
石
雅
一
監
事
よ
り
﹁
監
査
を
行
っ
た

結
果
、
い
ず
れ
も
適
法
・
適
正
で
あ
る
﹂

旨
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
３
号
議
案
　
﹁
規
約
﹂
並
び
に
﹁
諸

　
規
則
﹂
改
定
の
件

　
当
連
盟
の
﹁
規
約
﹂
並
び
に
﹁
諸
規

則
︵
会
費
規
則
、
委
員
会
規
則
、
ブ
ロ

ッ
ク
規
則
、
旅
費
規
則
、
代
議
員
選
出

規
則
︶
﹂
の
改
定
内
容
に
つ
い
て
説
明

が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
新
規
約
・
新

規
則
が
、
２
０
２
２
年
３
月
11
日
付
で

発
効
し
ま
し
た
。

▽
第
４
号
議
案
　
﹁
顧
問
﹂
委
嘱
の
件

　
鈴
木
馨
祐
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
顧
問
を

委
嘱
す
る
こ
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
２

０
２
２
年
３
月
11
日
付
で
顧
問
に
就
任

し
ま
し
た
。

▽
第
５
号
議
案
　
２
０
２
2
年
度
﹁
会

　
費
額
案
﹂
承
認
の
件

　
﹁
会
費
額
は
１
会
員
１
年
間
２
０
０

０
円
と
し
超
え
る
分
は
寄
附
の
扱
い
﹂

﹁
納
入
方
法
は
会
員
の
同
意
を
得
た
上

で
代
協
会
費
に
政
連
会
費
を
上
乗
せ
し

口
座
振
替
に
よ
っ
て
会
費
を
集
金
す
る

方
法
︵
京
都
方
式
︶
を
中
心
と
す
る
﹂

﹁
会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
１
２
０
０
万

円
と
す
る
﹂﹁
全
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
①

代
協
正
会
員
数
、
②
政
治
連
盟
通
常
会

員
数
の
２
指
標
で
都
道
府
県
別
に
按
分

し
た
金
額
を
都
道
府
県
別
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
し
、
経
過
措
置
と
し
て
前
年
度
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
限
度
と
す
る
﹂﹁
累
計
納

入
金
額
に
不
足
金
が
発
生
し
て
い
な
い

場
合
は
都
道
府
県
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

目
標
額
と
し
、
累
計
納
入
金
額
に
不
足

金
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
都
道
府
県

別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
累
計
不
足
金
額
を

加
え
た
数
値
を
目
標
額
と
す
る
﹂﹁
目
標

額
が
高
額
な
場
合
は
、
２
〜
３
年
を
目

途
に
入
金
で
き
る
よ
う
計
画
を
立
て
て

対
応
す
る
﹂
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
６
号
議
案
　
２
０
２
２
年
度
﹁
事

　
業
計
画
案
﹂
承
認
の
件

︻
事
業
計
画
案
︼

１
　
制
度
案
件
へ
の
対
応

⑴
銀
行
窓
販
の
﹁
弊
害
防
止
措
置
﹂
の

　
存
続

　
日
本
代
協
と
し
て
は
﹁
銀
行
等
の
保

険
販
売
に
対
す
る
事
前
規
制
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
る
弊
害
防
止
措
置
は
、
消

費
者
保
護
の
観
点
か
ら
引
き
続
き
必

要
﹂
と
の
立
場
で
す
が
、
金
融
機
関
関

連
団
体
や
欧
米
諸
国
は
同
措
置
の
撤
廃

を
強
く
求
め
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

日
本
代
協
の
主
張
が
反
映
さ
れ
た
弊
害

防
止
措
置
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
引
き
続
き
存
置
を
求
め
、
支
援

議
員
へ
の
要
請
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

⑵
﹁
地
震
保
険
料
控
除
制
度
﹂
の
充
実

　
損
保
協
会
﹁
令
和
４
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
要
望
﹂
の
中
で
も
要
望
事
項

と
し
て
掲
げ
て
い
る
﹁
地
震
保
険
料
控

除
制
度
の
充
実
﹂
に
つ
い
て
、
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
日
本
代
協
は

損
保
協
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
活
動
で
地

震
保
険
の
理
解
促
進
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
﹁
地
震
保
険
料
控
除
制
度
﹂
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
活
再
建
と
し
て

の
地
震
保
険
制
度
を
広
く
認
知
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

⑶
保
険
会
社
の
﹁
安
定
的
な
保
険
金
支

　
払
い
能
力
の
確
保
﹂
︵
損
保
協
会
と

　
の
連
携
強
化
︶

　
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
を
受

け
て
、
保
険
会
社
の
異
常
危
険
準
備
金

残
高
は
枯
渇
状
態
で
あ
り
、
積
立
率
は

現
状
に
見
合
う
水
準
へ
の
抜
本
的
な
修

正
が
必
要
で
す
。
保
険
会
社
の
﹁
安
定

的
な
保
険
金
支
払
い
能
力
の
確
保
﹂
は
、

日
本
代
協
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
損
保
協
会
と
連
携
の

上
、
﹁
令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
要
望
﹂
を
行
っ
た
結
果
、
﹁
与
党
税

制
改
正
大
綱
﹂
に
、
異
常
危
険
準
備
金

の
積
立
率
を
﹁
現
行
の
一
律
６
％
か
ら

火
災
・
風
水
害
種
目
に
つ
い
て
は
10
％

に
引
き
上
げ
る
﹂
こ
と
等
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
今
後
も
損
保
協
会
と
の
連

携
を
強
化
し
、
保
険
会
社
の
﹁
安
定
的

な
保
険
金
支
払
い
能
力
の
確
保
﹂
に
向

け
て
、
販
売
サ
イ
ド
の
立
場
か
ら
要
請

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

⑷
﹁
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
﹂
に
対
す
る

　
対
応 

①
日
本
郵
政
が
保
有
す
る
全
株
式
の
売

　
却
に
向
け
た
道
筋
の
明
確
化
と
着
実

　
な
実
行

　
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
国
策

金
融
機
関
の
実
態
は
何
ら
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
民
間
の
既
存
事
業
者
と
の
間
で

の
公
正
な
競
争
条
件
が
確
保
さ
れ
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
下
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
よ
る
損
害
保

険
募
集
業
務
へ
の
参
入
な
ど
、
保
険
代

理
店
の
主
要
市
場
に
な
し
崩
し
的
に
参

入
す
る
事
例
が
続
い
て
お
り
、
官
業
に

よ
る
民
業
圧
迫
そ
の
も
の
で
す
。
問
題

解
決
の
た
め
に
は
、
公
正
な
競
争
条
件

の
確
保
が
大
前
提
で
あ
り
、
新
規
事
業

参
入
を
計
画
す
る
以
前
に
、
日
本
郵
政

が
保
有
す
る
全
株
式
の
売
却
に
向
け
た

道
筋
の
明
確
化
と
着
実
な
実
行
を
要
望

し
ま
す
。

②
郵
便
局
の
保
険
販
売
に
お
け
る
種
目

　
拡
大
の
阻
止

　
郵
便
局
は
自
動
車
保
険
の
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
代
協
は

﹁
日
本
郵
政
の
政
府
保
有
株
が
全
株
売

却
さ
れ
る
ま
で
は
完
全
民
営
化
さ
れ
た

と
は
言
え
な
い
﹂
と
の
立
場
で
あ
り
、

安
易
な
種
目
拡
大
を
阻
止
す
る
方
針
で

す
。
郵
便
局
の
保
険
販
売
が
損
害
保
険

代
理
店
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
注
視
し
な
が
ら
、
支
援
議

員
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
ま
す
。

⑸
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
実
現
に
向

　
け
た
取
扱
事
業
者
の
各
種
費
用
・
手

　
数
料
の
引
下
げ

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
決
済

の
際
に
取
扱
事
業
者
の
負
担
と
な
る
決

済
端
末
の
導
入
費
用
や
手
数
料
の
水
準

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
た
め
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

大
き
く
社
会
を
変
え

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
関
係
す
る
す
べ

て
の
当
事
者
に
と
っ
て
﹁
Ｗ
Ｉ
Ｎ–

Ｗ

Ｉ
Ｎ
﹂
の
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
必
要
で
あ
り
、
一
部
の
事
業
者

に
負
担
だ
け
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
妥
当

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
﹁
決
済
手
数
料
の

開
示
﹂
な
ど
に
よ
る
価
格
競
争
、
ポ
イ

ン
ト
制
度
で
実
施
さ
れ
て
い
た
﹁
手
数

料
負
担
に
対
す
る
国
庫
補
助
﹂
な
ど
を

「
規
約
」並
び
に「
諸
規
則
」を
改
定

３
月
11
日
に
W
E
B
で
通
常
代
議
員
総
会
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要
望
し
、
取
扱
事
業
者
の
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

2
　
支
援
議
員
に
対
す
る
地
元
で
の
活

　
　
動
強
化

⑴
支
援
議
員
﹁
地
元
開
催
セ
ミ
ナ
ー
・

　
会
合
﹂
へ
の
参
加
と
支
援
議
員
と
の

　
接
点
強
化

　
損
害
保
険
代
理
店
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
経
営
の
持

続
を
確
保
す
る
上
で
、
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
支
援
議
員
に
保
険

代
理
店
の
声
を
汲
み
取
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
各

選
挙
区
で
接
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
﹁
議
員
主

催
セ
ミ
ナ
ー
﹂
へ
の
参
加
、
支
援
議
員

に
対
す
る
﹁
代
協
総
会
・
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
﹂
要
請
な
ど
を
通
じ
て
、
支
援

議
員
と
の
接
点
強
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
併
せ
て
﹁
会
員
が
支
援
議
員
と
フ

リ
ー
な
論
議
が
で
き
る
環
境
﹂
を
整
え

ま
す
。

⑵
国
政
選
挙
対
応

　
選
挙
は
支
援
議
員
と
の
関
係
強
化
を

進
め
る
﹁
絶
好
の
機
会
﹂
で
あ
る
た
め
、

代
議
員
・
選
挙
対
策
委
員
・
政
治
連
盟

役
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
各
代
協
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
選
挙
区
に
お
け
る

支
援
活
動
を
前
倒
し
か
つ
組
織
的
に
行

い
ま
す
。

3
　
組
織
課
題
へ
の
対
応

⑴
﹁
日
本
代
協
・
事
業
方
針
﹂
の
把
握

　
と
認
識
の
共
有

　
政
治
連
盟
は
、
日
本
代
協
の
事
業
運

営
に
必
要
な
政
治
活
動
を
行
う
組
織
で

あ
り
、
日
本
代
協
と
は
﹁
表
裏
一
体
の

関
係
﹂
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

政
治
連
盟
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
日
本
代
協
理
事
会
等
を
通

じ
て
日
本
代
協
・
事
業
方
針
の
把
握
と

役
員
間
の
認
識
共
有
に
努
め
、
日
本
代

協
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
ま
す
。

⑵
﹁
政
治
連
盟
　
意
義
と
活
動
﹂
ミ
ニ

　
セ
ミ
ナ
ー
の
継
続
実
施

　
政
治
連
盟
役
員
・
選
挙
対
策
委
員
が

講
師
と
な
り
、
全
国
各
地
で
﹁
政
治
連

盟
　
意
義
と
活
動
﹂
等
の
資
料
を
活
用

し
て
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
政
治

連
盟
の
﹁
存
在
意
義
﹂
、﹁
歴
史
と
背
景
﹂
、

﹁
概
要
﹂
、﹁
活
動
内
容
﹂
に
つ
い
て
の
情

宣
活
動
を
継
続
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
﹁
京
都
方
式
﹂
導
入
推
進
と
会
員
拡
大

　
会
費
の
納
入
に
当
た
っ
て
は
、
従
来

ど
お
り
﹁
京
都
方
式
﹂
の
導
入
を
進
め
、

会
員
拡
大
を
図
り
ま
す
︵
2
0
2
1
年

12
月
末
現
在
で
11
代
協
が
未
導
入
︶
。

暦
年
の
会
費
未
納
が
残
っ
て
い
る
代
協

に
対
し
て
は
、
課
題
の
把
握
と
対
応
策

の
協
議
を
行
い
、
対
策
を
講
じ
ま
す

︵
2
0
2
1
年
12
月
末
現
在
で
12
代
協

に
累
積
未
納
金
額
あ
り
︶
。

▽
第
7
号
議
案
　
２
０
２
２
年
度
﹁
収

　
支
予
算
案
﹂
承
認
の
件

　
﹁
会
員
会
費
予
算
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

同
額
の
１
２
０
０
万
円
と
す
る
﹂
、﹁
選

挙
関
係
費
を
２
０
０
万
円
と
し
合
計
額

を
１
４
０
０
万
円
と
す
る
﹂
こ
と
等
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　日本代協の事業活動を進めるにあたり、保険代理業に係る法制や税制等について政治的な課題が

生じることがありますが、日本代協は定款上、政治団体としての活動を行うことはできません。

　このため、日本代協の事業遂行に必要な政治団体としての活動を行うために、政治資金規正法の

適用を受ける個人加入の政治団体として、1995年に「全国損害保険代理業政治連盟」を設立。東京

都選挙管理委員会に届出し、組織的かつ継続的な活動を行っています。

　すなわち、日本代協の事業遂行に必要な政治団体としての活動を担う組織が政治連盟であり、

政治活動の部分に関しては日本代協と政治連盟は表裏一体の関係にあるといえます。

　政治連盟の活動としては、古くは「国民金融公庫・中小企業金融公庫における代理店向け融資の実現」、「日米保険協議に

おける解放要求に対する金融担当大臣への陳情」等で成果をあげてきましたが、近年の主な活動成果は下記のとおりです。

　今後も、支援議員に対し「銀行窓販弊害防止措置の存置」の継続を強く働きかけるとともに、損害保険代理店の募集環境

問題や損害保険に関わる税制面の課題解決にも、引き続き取り組んでいく方針です。会員の皆様のご要望、また代協の本来

の目的を達成していくために、皆で力を合わせていきましょう。

　政治連盟の入会資格は「個人」となり、年会費は１会員当たり2,000円（超える額については寄付金として受領）となり

ます。ご加入いただける方は、所属の都道府県代協事務局に連絡の上、政治連盟事務局にお申込みください。

政治連盟 加入のおすすめ
小澤正志 副会長

主 な 活 動 成 果年度

「地震保険料控除制度の創設」の実現

銀行窓販に関する「監督指針への『公取ガイドラインへの留意』規定」の実現

医療・介護・年金等の社会保障制度を補完する商品に係る「保険料控除制度」の創設

中小企業庁の「景気対応緊急保証制度適用対象業種」への保険代理業の追認の実現

国土交通省「政府保障事業の支払い迅速化による目標処理期間の設定」の取付け

「銀行窓販弊害防止措置の存置と新たな監督上の措置の追加」の実現

消費税簡易課税制度の「みなし仕入率」引下げ時期の繰り延べ実現

火災保険に係る「異常危険準備金積立率」の引き上げを実現（現行の５％から６％へ）

火災保険に係る「異常危険準備金積立率」のさらなる引き上げ（6％から10％へ）

2006

2007

2009

2010

2012

2013

2018

2021

小澤副会長

（高知）
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補
者
一
覧
﹂
﹁
選
挙
運
動
に
当
た
っ
て

の
留
意
事
項
﹂
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

▽
第
４
号
議
案
　
役
員
選
任
、
顧
問
委

　
嘱
の
件

　
２
０
２
２
年
６
月
14
日
付
で
、
山
口

史
朗
氏
が
副
会
長
に
就
任
し
、
副
会
長

２
名
体
制
と
す
る
こ
と
、
野
元
敏
昭
専

務
理
事
が
退
任
し
金
澤
亨
専
務
理
事
が

就
任
す
る
こ
と
、
岡
部
繁
樹
顧
問
が
退

任
し
小
田
島
綾
子
顧
問
が
就
任
す
る
こ

と
が
提
議
さ
れ
、
新
役
員
体
制
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

■
役
員
体
制

▽
会
長
　
小
平　

義

▽
副
会
長
　
小
澤
正
志
、
山
口
史
朗

▽
選
挙
対
策
委
員
長
　
大
塚
昭
彦

▽
専
務
理
事
　
金
澤 

亨

▽
常
務
理
事
︵
事
務
局
長
︶
工
藤
琢
哉

▽
監
事
　
津
田
文
雄
、
白
石
雅
一

　
こ
の
度
、
ご
指
名
を
い
た
だ
き
副
会

長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

政
治
の
こ
と
は
ズ
ブ
の
素
人
で
す
が
、

精
一
杯
汗
を
か
く
所
存
で
す
の
で
、
よ

し
た
。

　
参
議
院
選
挙
は
衆
議
院
選
挙
と
異
な

り
、
日
程
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
４
月
に
は
各
都
道
府
県
代
議
員

の
皆
様
に
対
し
て
、
推
薦
候
補
者
の
選

定
を
お
願
い
し
、
前
倒
し
の
活
動
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
に

よ
り
、
候
補
者
に
直
接
面
談
し
て
﹁
推

薦
状
と
要
望
書
﹂
を
手
渡
し
で
き
た
都

道
府
県
が
増
え
、
候
補
者
に
﹁
要
望
﹂

を
確
実
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

と
拝
察
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
各
都
道
府
県
代
協
の
皆
様
に
対
し
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を

好
機
と
と
ら
え
、
﹁
代
協
の
理
念
を
理

解
し
て
も
ら
い
代
協
活
動
を
応
援
し
て

も
ら
う
﹂
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
総

会
・
新
年
会
等
へ
の
出
席
依
頼
、
地
元

に
お
け
る
懇
談
会
の
実
施
、
地
元
開
催

﹁
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
﹂
へ
の
参
加

な
ど
を
通
じ
て
、
議
員
の
先
生
方
と
の

関
係
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山口副会長

（北海道）

大塚理事選挙対策

委員長

（福岡）
大
塚
昭
彦
理
事
選
挙
対
策
委
員
長

副
会
長
２
名
体
制
に

臨
時
代
議
員
会
を
開
催

衆
議
院
選
挙
で
推
薦
候
補
者
１
０
０
名
当
選
！

参
議
院
選
挙
で
推
薦
候
補
者
31
名
全
員
当
選
！

◇
就
任
あ
い
さ
つ

　
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
は

６
月
14
日
、
２
０
２
２
年
度
臨
時
代
議

員
会
を
東
京
・
神
田
淡
路
町
の
損
保
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
代
議
員
47
名
出

席
の
も
と
、
廣
瀬
城
児
氏
︵
東
京
代
議

員
︶
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
４
議
案
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
１
号
議
案
　
２
０
２
２
年
１
月
〜  

　
４
月
﹁
業
務
報
告
﹂
承
認
の
件
　

　
３
月
以
降
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催
が
活
発

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
﹁
政
治
セ
ミ
ナ

ー
・
会
合
へ
の
出
席
状
況
﹂
は
、
東
京

開
催
＝
10
回
︵
前
年
２
回
︶、
地
方
開
催

＝
11
回
︵
前
年
３
回
︶
と
な
り
ま
し
た
。

▽
第
２
号
議
案
　
２
０
２
２
年
１
月
〜

　
４
月
﹁
会
費
入
金
状
況
報
告
、
会
計

　
報
告
﹂
承
認
の
件

　
２
０
２
２
年
１
月
〜
４
月
の
会
費
収

入
額
が
53
万
４
０
０
０
円
、
支
出
総
額

が
４
３
６
万
８
７
８
３
円
、
収
支
差
額

が
マ
イ
ナ
ス
３
８
３
万
４
７
８
３
円
と

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
３
号
議
案
　
２
０
２
２
年
度
﹁
国

　
政
選
挙
対
応
﹂
承
認
の
件

　
参
議
院
石
川
県
選
挙
区
補
欠
選
挙
に

お
い
て
、
宮
本
周
司
候
補
者
︵
自
民
党

公
認
︶
を
推
薦
し
、
見
事
当
選
を
果
た

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
第
26

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
対
し
、﹁
具

体
的
な
選
挙
運
動
の
流
れ
﹂
﹁
推
薦
候

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
ま
で
の
代
協
活
動
で
、
全
国
各
地

に
伺
い
代
協
会
員
の
皆
様
と
親
交
を
温

め
る
機
会
を
数
多
く
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
感
じ
て
き
た

こ
と
の
ひ
と
つ
が
政
連
に
対
す
る
認
識

の
温
度
差
で
す
。
小
平
会
長
は
日
頃
か

ら
、
﹃
﹁
消
費
者
・
契
約
者
の
た
め
﹂

﹁
損
保
業
界
の
た
め
﹂
﹁
損
保
代
理
業

の
た
め
﹂
代
協
と
政
連
は
一
体
と
な
り
、

一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
解
決
に
向
け
邁
進

全
国
損
害
保
険
代
理
業

政
治
連
盟
　
副
会
長

　
　
　
　  

山
口
史
朗

し
た
い
﹄
と
発
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
政
連
の
存
在
意
義
と

活
動
に
つ
い
て
会
員
の
皆
様
に
広
げ
て

い
く
情
宣
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
特
に
、
会
費
未
納
の
地
域
が
あ

り
ま
す
が
、
根
本
的
な
原
因
と
し
て
政

連
に
対
す
る
理
解
不
足
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
政
連
の
価
値
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
微
力
で

す
が
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
積
極
的

に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
31
日
に
投
開
票
さ
れ
た

﹁
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
﹂
で
は
、

小
選
挙
区
１
１
１
名
・
比
例
区
４
名
の

計
１
１
５
名
の
推
薦
候
補
者
を
擁
立
し
、

結
果
は
小
選
挙
区
81
名
・
比
例
区
18
名

の
計
99
名
、
選
挙
後
の
追
加
１
名
を
加

え
合
計
1
0
0
名
が
当
選
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
年
７
月
10
日
に
投
開
票
さ
れ
た

﹁
第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
﹂
で

は
、
31
名
の
推
薦
候
補
者
を
擁
立
し
、

め
で
た
く
31
名
全
員
が
当
選
と
な
り
ま
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委員長

北海道

北東北

南東北

上信越

東関東

南関東

東　京

東　海

北　陸

近　畿

阪　神

東中国

西中国

四　国

九州北

九州南

大塚 昭彦

山　 善仁

遠藤 真喜男

中野 伸二

荒井 英和

清水 克俊

小野 嘉一郎

廣川 弘城

田中 義彦

若松 茂夫

西 智弘

塩谷 広志

片山 彰造

川向 満典

中村 真宏

大塚 昭彦

伊尻 伸博

福岡県代協 専務理事

北海道代協 理事

岩手県代協 顧問

やまがた代協 顧問

長野県代協 顧問

埼玉県代協 監事

山梨県代協 理事

東京代協 理事

三重県代協 監事

富山県代協 顧問

滋賀県代協 副会長

兵庫県代協 相談役

岡山県代協 顧問

広島県代協 顧問

高知県代協 監事

福岡県代協 専務理事

鹿児島県代協 前副会長
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